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ラグランジュ点



太陽・深宇宙の観測ミッション
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地球影響圏の縁

はやぶさ 大型宇宙船

惑星間飛行への中継点（深宇宙港）

力学的な平衡点

地球影響圏の境界

太陽・地球との位置関係

ラグランジュ点
将来の宇宙活動の拠点



SPICAの役割

日本初のラグランジュ点利用ミッション

ラグランジュ点での運用技術の習得

ラグランジュ点特有環境への適応

具体的な運用手法の確立
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SPICAの軌道制御運用

力学系理論を用いた
ハロー軌道維持

安定多様体を用いた
ハロー軌道への漸近遷移



まとめ

ラグランジュ点は、将来の宇宙活動の拠点。

SPICAでは、ラグランジュ点での運用技術を習得。

鍵となる技術の一つは、軌道制御運用。


